
日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

―
光
長
寺
蔵

『文
句
疏
記
要
文
』
と
そ
の
紙
背
文
書
を
中
心
に
し
て
―

原

井

慈

一
、
は
じ
め
に

日
春
聖
人
は
岡
宮
光
長
寺
同
時
二
祖
と
し
て
日
法
聖
人
と
共
に
駿
河

・
岡
宮
の
地
に
法
華
本
門
の
教
線
を
張
り
光
長
寺
の
基
礎
を
築
い

た
事
は
古
記
録
に
も
多
く
見
え
尊
崇
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
聖
人
の
出
自
は
鮎
澤
氏
と
伝
承
さ
れ
台
密
の
英
僧

・
空
存
で
あ
っ
た
事
も

光
長
寺
の
旧
記
に
残
り
、
甲
斐
北
原
の
人
宥
範
法
印
、
後
の
日
乗
聖
人
と
は
同
族
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
乗
聖
人
は
甲
斐
勝
沼
に
偉

容
を
誇

っ
た
真
言
修
験
の
精
舎
胎
蔵
寺
か
ら
宗
祖

・
日
法
聖
人
の
教
化
に
よ
り
改
宗
立
正
安
国
寺
と
い
う
当
初
の
立
正
寺
開
創
に
貢
献
し

た
僧
で
あ
る
。
辻
之
坊
法
印
真
妙
院
と
号
し
光
長
寺
辻
之
坊
の
開
基
で
も
あ
る
。

日
春
聖
人
も
日
法
聖
人
の
教
化
に
よ
り
天
台
宗
の
大
精
舎
を
改
宗
寄
進
し
光
長
寺
の
現
在
の
寺
地
の
基
礎
と
な
っ
た
事
が
伝
承
さ
れ
る

が
、
延
慶
四
年
■

〓
二

一
）、
開
創
よ
り
三
十
五
年
目
に
し
て

一
間
四
面
の
仏
殿
を
造
立
し
た
事
が
棟
札
の
写
し
に
見
え
る
。
そ
の
時
の

別
営
が

「蓮
明
阿
閣
梨
日
春
」
で
あ
る
。
現
在
の
光
長
寺
境
内
、
東
側
に
日
春
聖
人
御
廟
所

「日
春
堂
」
が
あ
り
、
古
記
古
地
図
に
も
こ

鳳

―-185-―



日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

の
記
載
が
あ
る
。

古
供
養
塔
が
こ
の
堂
内
に
安
置
さ
れ
る
を
見
れ
ば
古
来
の
縁
地
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
所
に

「日
春
堂

（御
廟
所
）
が
あ
る
故

を
推
測
す
る
に
、
光
長
寺
草
創
当
時
の
境
内
の
基
礎
に
貢
献
し
た
聖
人
を
供
養
す
る
為
の
聖
地
堂
舎
で
あ
り
、
旧
境
内
は
こ
の
辺
り
も
含

ま
れ
た
も
の
か
。
休
息
立
正
寺
の
艮
の
方
角
の
や
や
離
れ
た

一
角
に
日
朝
聖
人
御
廟
所
が
あ
る
如
く
光
長
寺
の
境
内
堂
舎
を
護
る
為
に
こ

の
地
に
鎮
座
す
る
か
の
如
く
拝
察
さ
れ
る
が
今
は
定
か
で
な
い
。

光
長
寺
同
時
二
祖
と
列
せ
ら
れ
る
日
春
聖
人
は
宗
祖
直
弟
に
列
せ
ら
れ
蓮
明
阿
閣
梨
と
号
す
。
宗
祖
よ
り
賜

っ
た
御
本
尊
は
光
長
寺
に

伝
来
し
弘
安
四
年
四
月
五
日
の
年
号
と
宗
祖
自
ら
が

「僧
日
春
授
与
之
」
と
記
さ
れ
直
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
死
。

「遠
浩
師
臨
篤
御
本
尊
鑑
」
に

「弘
安
二
年
改
孵
七
月
日
　
沙
門
日
春
授
典
」
の
御
本
尊
が
身
延
山
に
曽
存
し
た
事
が
見
え
る
が
、
光
長

寺
伝
来
の
御
本
尊
は
先
師
が
必
死
に
守
り
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

日
春
聖
人
の
ご
事
蹟
は
日
法
聖
人
に
比
し
て
多
く
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
光
長
寺
に
は
日
春
聖
人
御
真
蹟
と
さ
れ
る
御
本
尊
を
始
め

書
写
本
等
が
数
点
伝
承
さ
れ
て
来
た
。
特
に

『宝
物
集
』
は
題
号
と
共
に
平
成
六
年
国
の
重
文
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
文
献
的
価
値
が
認
め

ら
れ
る
所
と
な
り
他
の
文
書
類
も
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
年
日
春
日
法
聖
人
の
御
真
蹟
を
拝
見
拝
読
す
る
機
会
を
得
さ
せ
て
頂
く
中
に
日
法
聖
人
と
日
春
聖
人
の
筆
蹟
は
各
々
独
得
の
特
徴
が

あ
り
、
筆
者
の
正
確
な
識
別
が
必
要
で
あ
る
事
を
痛
感
し
て
来
た
。
特
に
日
法
聖
人
の
署
名
花
押
に
は
御
真
蹟
で
な
い
も
の
が
散
見
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
後
代
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
又
は
貼
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
事
に
注
意
す
べ
き
で
あ
り
、
日
春
聖
人
の
署
名

二
化
押
も
確
か

な
る
も
の
を
示
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
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光
長
寺
文
書
の
中
に
紙
背
文
書
が
認
め
ら
れ
る
筆
写
本
は
数
々
あ
る
が
、
紙
背
文
書
の
中
に
貴
重
な
消
息
が
あ
る
と
巻
子
本
に
仕
立
て

直
さ
れ
た
折
か
、
或
い
は
そ
れ
以
前
か
に
部
分
的
に
裁
断
さ
れ
て
別
表
装
さ
れ
別
個
の
宝
物
と
し
て
分
類
さ
れ
て
来
た
も
の
が
何
点
も
あ

２つ
。

「紙
背
文
書
」
又
は

「裏
文
書
」
と
は
手
紙
や
文
書
等
あ
る
期
間
を
過
ぎ
て
反
故
紙
と
な
る
時
、
紙
が
貴
重
な
時
代
に
は
そ
の
裏
側
を

利
用
し
て
、
記
録
や
書
写
が
な
さ
れ
た
が
、
は
じ
め
の
使
用
面
は
、
後
で
二
次
的
に
書
か
れ
た
面
か
ら
す
る
と
裏
に
な
る
た
め
紙
背
と
は

最
初
の
文
書
を
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
紙
背
文
書
が
後
世
表
面
に
な
っ
て
軸
装
さ
れ
本
来
の
二
次
面
が
表
装
の
裏
に
な
っ
た
場
合
が

光
長
寺
に
何
点
か
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
調
査
し
て
表
装
裏
の
文
書
が
如
何
な
る
文
書
で
あ

っ
た
か
解
明
で
き
た
部
分
が
あ
る
。

更
に
は
日
春
聖
人
真
蹟
と
し
て
疑
い
な
く
伝
承
さ
れ
て
来
た
文
書
に
つ
い
て
も
筆
蹟
、
内
容
共
に
再
検
討
の
必
要
あ
る
文
書
を
明
ら
か

に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
試
考
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
論
は
平
成
八
年
九
月
二
日
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会
に
於
て
研
究
発
表
し
た
も
の
を
補
足
し
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
の
時
間
に

追
わ
れ
推
稿
論
述
の
足
ら
ざ
る
点
を
懺
悔
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
日
春
聖
人
真
蹟
と
し
て
光
長
寺
に
伝
来
し
た
文
書

光
長
寺
に
現
存
す
る
宝
物
台
帳
の
成
立
年
代
の
古
い
本
は
明
和
五
年
戊
子
極
月
吉
日
の
年
号
の
あ
る

『光
長
寺
霊
宝
掴
』
で
あ
る

「掴
」

は
音
で

「
コ
ウ
」
、
「控
」
と
同
義
で
あ
る
。
明
和
五
年
六
月
二
十
八
日
、
光
長
寺
第
二
十
五
世
日
随
聖
人
の
署
名
花
押
が
あ
り
、
山
内
各

坊
、
未
寺
の
僧
の
連
署
花
押
が
あ
り

「満
山
吟
味
之
上
無
相
違
之
間
新
帳
を
編
立
為
後
代
加
連
判
者
也
」
と
あ
る
か
ら
当
時
の
宝
物
の
伝

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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承
、
奉
納
者
も
付
記
し
て
公
式
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
台
帳
に
よ
り
日
春
聖
人
の
筆
蹟
と
さ
れ
る
記
録
を
列
記
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

御
本
尊
の
項
日
法
聖
人
の
次
に
加
筆
あ
り

一
、
日
春
大
上
人

一　
牧

本
尊
　
　
　
　
一
幅

寛
政
七
知
七
月
奉
納
上
ヶ
土
町
批
右
ヱ
州

蓮
師
法
師
等
御
消
息
並
惣
掛
物
類

一
、
日
春
上
人
横
物
十正
醐

辮
鮮

一
、
日
春
上
人
宝
物
集
題
号

巻
軸
類

　

（宗
祖
、

蓮
師
御
筆

一
、
妙
法
華
経
雲

一
、
立
正
安
国
論
套

一
、
大
田
禅
門
抄
套

一
幅

一
幅

日
春
聖
人
を
記
す
）

八
軸

　

（付
記
三
行
あ
り
）

一
巻

　

（付
記

一
行
あ
り
）

一
軸
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日
本
佛
法
停
来
記
套

下
山
抄
　
文
云

御
真
筆
　
題
号
鶏

要
文
集

日
春
上
人
御
筆

顕

立

正

意

抄

　

釈

子

日

春

日

法

基

冒

有

疏
記
要
文
　
腋訂臨測晴耐砂蛸有御判

日
本
法
華
霊
験
記
　
田
諦
却
剛
補

無
益
外
道
行
集

責
物
集

色
心
二
法
之
事

一
軸

一
軸

一
軸

　

（付
記

一
行
あ
り
）

（飾
鋪
加一新
あ
り
）

一
軸

一
軸

一
軸

一
軸

一
軸

一
軸

巳
上
六
巻

次
に
光
長
寺

『宝
物
台
帳
』
（昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
、

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

宝
物
管
理
委
員
会
認
定
）
に
於
て
日
春
聖
人
の
真
蹟
に
数
え
ら
れ
る
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）

本
尊
、
書
写
本
等
を
挙
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

宝
物
台
帳

　

（昭
和
四
十
五
年
十
二
月
）

第

一
種

日
春
聖
人
御
本
尊
　
　
　
　
日
春

色
心
二
法
之
事
　
　
　
　
　
日
春

顧
立
正
意
抄
　
　
　
　
　
　
日
春

文
句
疏
記
要
文

一
帖
　
　
　
日
春

寛
政
七
年
七
月
奉
納

・９
　
大
日
本
国
法
華
経
験
記
下
　
日
春

弘
安
五
年
　
　
於
下
総
国
書
之
沙
門
日
春

・
日
法
卜
両
師
並
テ
有
御
判

背
面
書
簡
ア
リ
伊
賀
公

日
法
御
判
有
テ
日
春
之
卜
有

背
面
書
簡
ア
リ
信
乃
殿

宝
物
集
題
号
　
　
　
　
　
　
日
春

贅
物
集
　
　
　
　
　
　
　
　
日
春

光
尊
御
房
宛
書
状
　
　
　
　
日
春
　
エハ
月
四
日

以
上
の
如
く
見
る
と
分
類
と
表
記
の
方
法
は
全
く
異
る
が
明
和
の
台
帳
に
て
は
日
春
聖
人
の
真
蹟
と
し
て
九
点
を
挙
げ
、
昭
和
の
台
帳

に
て
は
八
点
を
列
記
し
て
い
る
事
が
解
る
。
相
違
す
る

一
点
は

『無
益
外
道
行
集
』
を
明
和
の
台
帳
で
は
日
春
聖
人
筆
蹟
と
し
て
列
記
し

22  21  20 18  17  16  12

―-190-



て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
筆
蹟
を
比
較
検
討
し
て
こ
の
文
書
は
日
法
聖
人
真
蹟
と
し
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

但
し
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
の
八
点
で
間
違
い
な
い
か
と
言
う
と
研
究
の
余
地
が
あ
り
又
種
々
の
問
題
点
が
あ
り
再
検
討
し
て
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
日
春
聖
人
筆
跡
と
し
て
検
討
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
光
長
寺
文
書
を
各
々
取
上
げ
真
蹟
か
否
か
の
考
究
、
筆

者
の
特
定
、
表
裏
文
書
の
解
読
よ
り
発
見
の
事
項
と
そ
の
内
容
も
含
め
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
事
と
す
る
。

三
、
光
長
寺
蔵
　
日
春
聖
人
文
書
の
問
題
点

（『文
句
疏
記
要
文
』
と
そ
の
紙
背
文
書
を
含
む
）

Ａ
、
『御
法
門
御
聴
書
上
』
中
の
日
春
聖
人
筆
蹟

『御
法
門
御
聞
書
』
と
通
称
さ
れ
る
文
書
は
上
下
三
巻
あ
り
、
上
巻
が
光
長
寺
日
寛
師
代
の
題
篠
に
『御
法
門
御
聴
書
上
』、
下
巻
が
『御

法
門
御
聞
書
下
』
と
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
静
岡
県
指
定
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
背
文
書
も
含
め
種
々

の
意
味
で
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

こ
の
中

『御
法
門
御
聴
書
上
』
中
に
漢
字
解
説
部
分
が
あ
る
。
日
法
聖
人
真
蹟
の
当
文
書
の
中
に
異
筆
の
部
分
が
あ
る
事
は
既
に

『桂

林
学
叢
』
第
十
六
号
日
法
聖
人
特
集
号
の
中
の
拙
論
に
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
日
春
聖
人
の
筆
跡
で
あ
る
。

文
字
の
比
較
は
論
中
に
記
し
た
所
で
あ
る
の
で
今
は
こ
れ
を
略
し
、
写
真
の
み
掲
載
す
る
事
と
す
る
。

こ
の
漢
字
解
説
部
分
は
日
春
聖
人
の
近
辺
に
何
ら
か
の
辞
書
が
存
在
し
た
事
を
想
定
さ
せ
、
そ
れ
は

『倭
玉
篇
』
類
の
第
二
類
本

『拾

篇
目
集
』
に
近
い
辞
書
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
『本
朝
書
籍
目
録
』
に
見
え
る

『仮
名
玉
篇
三
巻
』
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
思

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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（
一
）

わ
れ
、
鎌
倉
期
に

『倭
玉
篇
』
の
前
進
的
な
辞
書
の
存
在
し
た
大
き
な
証
拠
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
部
分
で
あ
る
。

日
春
聖
人
筆
蹟
に
よ
る
当
記
録
は
宗
祖
の
周
辺
に
当
時
の
辞
書
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
日
法
聖
人
の
書
写
本
に
も
異
体
字
、
誤
字

の
訂
正
、
難
字
の
読
み
方
表
記
等
が
随
所
に
見
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
も
こ
れ
が
推
定
で
き
る
。

Ｂ
、
『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
表
裏
の
内
容

光
長
寺
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
に

「第
二
種
宝
物
乙
類
四
」
と
し
て
、
『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
が
あ
る
。

書
と
し
て
類
別
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
明
和
の

『宝
物
掴
』
を
見
る
と
日
興
上
人
御
消
息
と
あ
る
が
、

明
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
当
文
書
は
自
蓮
日
興
師
文
書
で
は
な
い
事
を
筆
蹟
及
び
内
容
面
か
ら
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

御法門御聴書上にある

漢宇解説部分

こ
の
文
書
は
自
蓮
日
興
師
文

何
れ
を
指
し
て
い
る
の
か
不

な
お
こ
の
文
書
は
軸
装
に
さ
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れ
て
い
る
が
本
紙
裏
面
裏
打
紙
を
通
し
て
文
字
が
認
め
ら
れ
、
軸
装
２
異
か
ら
の
写
真
撮
影
で
は
裏
面
の
文
字
を
判
読
し
が
た
く
、
昼
光

に
透
か
し
て
漸
く
判
読
を
す
る
事
が
で
き
た
。

左
に
写
真
を
掲
げ
消
息
と
そ
の
裏
面
文
書
の
解
読
を
試
み
る
事
と
す
る
。

表

（消
息
）

裏

（消
息
の
裏
面
）

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

消息文写真

消息裏面写真

―-193-―



日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

（表
）

解
読

（
に
）

□
ん
が

こ
の
や
う
を
申
し
て
候

ハ
ん
な

ハ
ヘ
て

（志
ヵ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（そ
）

□
さ
い
候

へ
し
と
も
所
ん
せ
す
候
示
所
の
こ
へ

（わ
ヵ
）

□
ら

ハ
る
□
い
く
ふ
ん
を
も
候
て
こ
う
て
候
事

□
や
と
候

ハ
す
く
御
手
取
候
ハ
ん
が
所
の
か
く
れ

（あ
ヵ
）　
　
　
　
　
　
　
　
（誰
ヵ
）

□
る
ま
し
く
候
こ
れ
□
御
志
候
給
を
わ

□
曖
と
も
所
ん
せ
ぬ
こ
と
が
て
候
こ
と
［望短
職
力）

（夜
ヵ
）

□
や
う
に
存
せ
可
ふ
里
候
事
な
け
き
□

□
候
こ（ピ
一す
う
を
所
や
久
大
忠
入
道
殿
御

□
さ
ん
の
時
御
ゆ
へ
候
て
御
拝
賀
候

ハ
ゝ

↑
心
ヵ
）
　
　
　
（候
一ヵ
）

□
あ
る
へ
く
□
こ
の
さ
事
乃
事

ハ
志
さ
い
申
□

□
く
候
と
も
□
□
示
も
重
々
申
候

へ
□

□
く
申
て
候
可
候
　
恐
々
謹
言

（基
ヵ
）

十
二
月
六
日
　
　
　
沙
弥
　
頼
□
花
押

と
き
の
入
道
殿
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（裏
）
解
読

信
解
受
記

己
寛

復
用
多
賓
一何
所
　
證
耶

ヌ
↑
広
）
　
　
（降
じ
　
　
　
　
ニ
　
ヘ
リ
　
シ
　
　
　
ノ
　
ノ
　
ハ
　
シ
テ

故
知
□
説
之
□
多
責
巳
出

但
出
経
者
言
不

畳

□
為
作
次
第
　
置
因
門
後
□

ト
　
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
（無
）
ラ
（稀
）

又
云
国
王
者

一
切
漸
頓
諸
経

元
不
□
所
詮

之
処
為
経
王
一　
営
機
益
物
興
巌
有
時
部
々

不
同
名
之
為
国
一皆
言
第

一
即
是
王
　
又
此
経

（會
×
通
）
　

　

　

ニ　
ヤ
　
　

ル
ニ
　
　
　
　
　

ズ
無
量
義
）

□

□
諸
教
豊
非
衆

集
　
国
王
故
□
□
□

工甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（摩
訂
衛
）　
　
　
（大
乗
）

文
句
七
云
廣
歴
諸
法
　
皆
摩
訂
衛

々
即
座
大
乗
々

□

賞
之
相

嬌
利
即

一
切
智

上
文
云
唯
此

一
事

実
一指
此
地
一也
餘

二
則
真
指
七
方
便
也
此

約

漸
頓
二
教
述
其
開
権
顕
賞
也

こ
の
文
書
に
関
し
て

（表
裏
）
解
明
で
き
る
点
は
次
の
如
く
で
あ
る

（表
）日

春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

当
消
息
は
自
蓮
日
興
文
書
で
は
な
い
。
他
の
日
興
文
書
と
筆
蹟
が
全
く
異
る
。

差
出
人
は

「沙
弥
た
ハ
」
と
見
え
る
が

『文
句
疏
記
要
文
』
の
紙
背
文
書
に
は
同
名
の
署
名
花
押
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
り
、
署

名
の
み
は
更
に
も
う

一
箇
所
認
め
ら
れ
る
。
頼
基
と
な
れ
ば
四
条
金
吾
頼
基
の
筆
蹟
の
可
能
性
が
高
い
。

下
総
中
山
の
富
木
常
忍
の
許
に
存
在
し
た
消
息
が
光
長
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。

曽
谷
大
忠
入
道
の
名
が
見
え
、
曽
谷
教
信
の
父
、
下
総
八
幡
の
荘
の
住
人
大
野
太
郎
左
衛
門
尉
政
清
か
。

日
春
聖
人
が
下
総
中
山
で
御
書
を
書
写
し
た
事
は
光
長
寺
の
所
蔵
文
書
で
明
ら
か
で
あ
る
が
こ
れ
は
重
要
な
点
で
あ
る
。

日
春
聖
人
が
下
総
中
山
で
書
写
し
た
文
書
で
年
月
日
が
明
ら
か
な
も
の
は

『文
句
疏
記
要
文
』
で
あ
る
。

全
異
）

○
　
消
息
裏
面
の
文
書
を
解
読
す
る
と
後
半
部
は

『法
華
文
句
』
七
の
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。

○
　
筆
跡
は
日
春
聖
人
の
も
の
で
あ
り
他
の
日
春
文
書
と
比
較
し
て
間
違
い
な
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

○
　
消
息
裏
面
に
文
書
が
あ
り
文
書
の
内
容
が
『文
句
』
で
あ
り
、
日
春
聖
人
筆
跡
で

一
行
が
平
均
十
六
文
字
と
な
る
と
光
長
寺
蔵
『文

句
疏
記
要
文
』
と
の
関
連
を
想
定
さ
せ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
軸
装

『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
は
自
蓮
日
興
真
蹟
に
非
ず
四
条
金
吾
頼
基
の
筆
蹟
の
可
能
性
が
強
く
こ
の
点
に

関
し
て
は
署
名
、
花
押
の
研
究
を
含
め
他
日
論
述
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
こ
の
消
息
裏
面
の
文
字
は
日
春
聖
人
の
筆
蹟
で
あ
り
、
『文
句

疏
記
要
文
』
と
の
比
較
に
於
て
部
分
的
関
連
を
模
索
し
た
が
、
表
記
の
文
意
の
連
続
に
よ
り
光
長
寺
蔵

『文
句
疏
記
要
文
』
の
一
部
分
で

○ ○ ○ ○ ○  ○
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あ
る
事
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

即
ち
当
文
書
は
、
『文
句
疏
記
要
文
』
の
最
終
部
よ
り
四
行
日
の
次
に
接
続
し
て
い
た
部
分
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
文
章
の
接
続
関
係
よ

り
示
す
と

『文
句
疏
記
要
文
』
の
最
後
部
よ
り
四
行
日
文
章

Ｉ

「分
身
多
責
並
未
二
現
前
一何
得
レ指
レ此
耶
彼
解
」
で
あ
り
、
『文
句
』
巻
六
下
の
部
分
で
あ
る
が
、
伝

『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
の
消
息

裏
面
の
文
書
の
冒
頭
部
は

Ⅱ

「信
解
受
記
己
党
復
用
多
賓
何
所
證
耶
」
で
あ
り
や
は
り

『文
句
』
巻
六
下
の
部
分
で
あ
る
。

『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
四
巻
に
よ
り
こ
の
部
分
を
確
認
し
よ
う
と
試
み
順
序
を
追

っ
て
み
る
と
こ
の
Ｉ
・
Ⅱ
は
連
続
す
る
文
章

で
あ
る
。
但
し
Ｉ
と
Ｈ
の
間
に

「云
正
是
身
子
懐
疑
之
時
於
法
華
中
末
能
生
信
是
故
多
責
分
身

一
時
来
證
若
疑
除
」
の
二
十
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
。
さ
れ
ば
字
数
よ
り

見
て
お
そ
ら
く
二
行
分
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

消
息
裏
面
の
文
書
は
更
に

「又
云
国
王
者

一
切
漸
頓
諸
経
無
不
□
所
詮
」
と
続
き
こ
れ
は

『文
句
』
六
下
の
部
分
で
、
更
に

「文
句
七
云
廣
歴
諸
法
皆
摩
訂
衛
々
即
大
乗
々
」
と

『文
句
』
七
の
記
述
よ
り
始
ま
り

「約
漸
頓
二
教
述
其
開
権
賞
也
」
で
終

っ
て
い
る
。

な
お

『文
句
疏
記
要
文
』
の
最
後
の
三
行
は
切
断
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
事
が
解
る
が

「文
句
六
云
」
と
冒
頭
に
あ
る
為
巻
子
本
に
仕
立

ら
れ
た
時
最
終
部
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
こ
の
部
分
は

『大
正
蔵
経
』
に
よ
れ
ば

『文
句
記
』
七
上
の

一
部
分
で
あ
る
。

即
ち

『文
句
疏
記
要
文
』
は
種
々
の
書
状
を
紙
背
と
し
て
筆
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
富
木
入
道
宛
の
書
状

一
面
を

『要
文
』
最
終
部

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

よ
り
切
断
し
て
軸
装
と
し
て
個
別
の
宝
物
と
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。
さ
れ
ば

『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
の
消
息
裏
面
は
本
来

『文
句
疏
記
要
文
』
の

一
部
で
あ
り
当
初
の
位
置
も
確
認
で
き
た
。
即
ち
こ
れ
は
日
春
聖
人
の
真
蹟
で
あ
る
。

Ｃ
、
『妙
蓮
消
息
』
表
裏
の
内
容

光
長
寺
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
に

「第
二
種
宝
物
乙
類
五
」
と
し
て

『消
息
』
が
あ
る
。
妙
蓮
文
書
と
し
て
類
別
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
明
和
の

『宝
物
掴
』
に
は

「妙
蓮
尼
消
息
　
柾
魂
既
弼
絆

　
一
幅
」
と
あ
る
。

こ
の
消
息
に
も
裏
面
に
筆
蹟
が
認
め
ら
れ
、
『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
と
同
様
、
消
息
と
そ
の
裏
面
の
文
書
解
読
を
試
み
た
。

表
装
裏
書
に

「奉
再
修
補
元
祖
母
堂
妙
蓮
尊
尼
直
筆

駿
州
岡
宮
徳
永
山
光
長
寺
常
什
物

二
十
八
世
日
暁
　
一化
押

正
徳
元
辛
知
十

一
月
吉
辰
」
と
あ
る
。
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表

（消
息
）

（表
）

解
読

ヌ
ヌ
た
ら
う

二
ら
う
と
の
（く

ヵ
）

こ
万
ら
に
申
さ
れ
候

へ
□

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

一異

（消
息
の
裏
面
）

消息文写真

消息裏面写真
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

ひ
ん
き
だ
よ
う
」ひ
候
て申
口
□

ハ
か
み
の
ひ
た
ち
に
お
ん
く
た
り
□

た
ら
せ
本

ハ
し
ま
し
候
よ
し
う
け
□

ま
わ
り
候
て
い
ふ
き
万
い
り
候
□

（本
ι

□

ん

け

ん

さ

ん

ま

い
り

い
り

（く
ヵ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ツ
ヵ
）

□
ん
と
ふ
申
し
候
て
い
て
ゝ
た
ち
候
□

（と
ヵ
）

□
こ
ろ
に
ま
こ
と
に
て
お
ん
わ
事
り

（う

ヵ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（も
ヵ
）

□
や
し
く
ら
み
の
本
ん
あ
や
の
本
□

□
く
や
給
い
て
候
よ
う
し
け
給

ハ

て
候
こ
の
ひ
ん
き
に
こ
ま
ら
に
本

（本
ヵ
）
　
　
　
　
（候
ヵ
）

□

あ

ふ

る

へ
く

□

あ

へ
す

ノ
ヽ

こ

ま

あ

↑
つ
ヵ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（候
一ヵ
）

□
け
給

ハ
リ
た
ら
う
こ
そ
本
ほ
へ
□

□
あ
る
へ
く
候
　
恐
々
本
ほ
せ
た
ま
□

（朔

ヵ
）

十
月
□
日

（給
ヵ
）

本

ゝ
く
ら
の
し
ら
う
と
の
へ
申
さ
せ
□

（ん

力
）

め
う
れ
□

候
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（裏
）

解
読（準

）

ク
（
マ
マ
）

後
百
年
有
人
云
准

大
集
有
五
々
百
オ

一
乃

（第
）（四
）ハ　
　
（（輩
））　
　
　
　
ヲ
（闘
）

至

□
□
　
同
前

佳

オ
五
々
百
云
同
論
堅
固

（単
）
ハ
　
　
（猶
）

言
後
五
百
者
取
後
五
百
也
若
□
論
五
百
□

（奎
）

リ
ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
マ
マ
）
　

　

　

　

　

　

ハ

在
正
法
雖
出

論
文
其
理
稽
椎

然
五
々
百
且

（往
）
　
　
　
　
　
　
　
不

従

一
□
末
法
之
初
冥
利
元
且
嫁
大
教
可
流

（感
）

二
　

　

　

　

　

　

　

（
マ
マ
）

行
時
故
云
五
百
故
序
等
三
莫
非

咸

應

十杢
句
一
〓
ム
　
　
　
　
　
（道
）　
　
　
　
　
　
（二
十
五
）

阿
難
四
月
八
日
佛
成

仏

日
生
侍
佛
得

升

年

ル
ニ
　
　
　
ノ
　
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ハ　
　
　
ナ
リ
　
ニ
　
（佳
じ

推

此
佛
年
五
十
五
阿
難
年
升
五

時
求
□

五
百
請
為

如

前
説

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（青
蓮
）

又
云
迦
葉
大
衆
讃
日
面
如
浄
満
月
眼
若
□
□

釜
幸
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト

花
佛
法
大
海
水
流
入

阿
難
心

記
二
云
怖
日
月
時
等
者
大
論
十

一
云
羅
□

□
嗽
月

ニ
　
　
　
　
　
　
ノ

■́
訴
）

時
月
天
子
怖
疾
走

□
佛
而
説
偶
言

（智
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（稽
）
　

ツ
ル

大
□
精
進
佛
世
尊
　
我
今
婦
命
□
首
礼

是
羅

□
羅
脳
乱
我
　
願
佛
憐
慈
見

　

救
護

佛
為
羅
喉
而
説
偶
言

ハ　
　
ａ
照
）　
　
　
　
　
　
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ナ
リ

月
能
□
暗
而
清
涼

是
虚
空
中
大
燈
明

（色
）　
　
　
　
（光
）
（莫
）　
　
（（秩
））
ナルモ
ろ雪

其
□
白
浄
有
千
□
汝

□
呑
月
疾

放
　
去

喬
）
　

（（辞
　
　
　
セ
テ
リ　
　
　
　
ク

な

時
婆

稚

見
羅
喉
汗
出
放
月
以
偶
問
日

こ
の
文
書

（め
う
れ
ん
消
息
）
に
関
し

（表
裏
）
解
明
で
き
る
点
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

―-202-



（表
）

○
　
め
う
れ

（ん
）
が
お
お
く
ら
の
し
ら
う

（大
蔵
の
四
郎
）
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
軸
装
裏
書
に
宗
祖
御
母
の
表
記
が
見
え
る
が
、

や
は
り
下
総
中
山
に
存
在
し
た
消
息
で
あ
る
可
能
性
高
く
筆
者
は
疑
間
と
す
べ
き
で
あ
る
。

○
　
大
蔵
は
鎌
倉
幕
府
の
在

っ
た
鎌
倉
三
階
堂
の
地
で
あ
る
。

大
蔵
の
四
郎
と
は
如
何
な
る
人
か
宗
祖
遣
文
等
に
も
特
定
で
き
な
い
が
、
「
か
み
の
ひ
た
ち
」
と
は
誰
か
が
常
陸
の
国

へ
下
っ
た
事

の
便
り
に
対
す
る
返
事
で
詳
細
な
話
を
太
郎

・
二
郎
に
も
く
わ
し
く
聞
か
せ
て
下
さ
い
と
の
内
容
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
こ
の
消
息
が
下
総
中
山
の
地
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
妙
蓮
と
は
富
木
常
忍
の
関
連
強
き

（常
忍
の
妻
の
弟
）
太
田
五
郎
左
衛
門
慰
乗

明

（妙
日
）
の
妻
、
「妙
蓮
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
二

ｏ
三
の
仮
説
を
立
て
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
ａ
）
お
お
く
ら
の
し
ら
う

（大
蔵
の
四
郎
）
を
ま
ず
鎌
倉
幕
府
の
役
人

（住
人
）
で
あ
る
呼
称
と
す
れ
ば
大
野
四
郎
兵
衛
尉
清
原
教

信

（曽
谷
教
信

・
法
蓮
）
を
四
郎
と
仮
定
す
る
人
間
関
係
を
見
て
み
る
と
、
妙
蓮
を
太
田
乗
明
の
妻
と
す
れ
ば
四
郎
は
弟
で
あ
る
大

野
政
清

（大
忠
入
道
）
の
子
で
あ
る
か
ら
甥
に
あ
た
る
。
消
息
の
冒
頭
に
見
え
る
た
ら
う

（太
郎
）
二
ら
う

（二
郎
）
と
は
誰
か
。

曽
谷
次
郎
兵
衛

（道
野
辺
妙
蓮
寺
開
基
）
が
教
信
の
子
と
し
て
知
ら
れ
る
が
不
詳
。

（ｂ
）
又
大
蔵
の
四
郎
を
鎌
倉
幕
府
の
地
の
住
人
三
階
堂
氏
と
見
る
と
河
合
入
道

（三
階
堂
行
盛
）
の
子
、
由
比
四
郎
行
忠
と
い
う
人

物
が
い
る
。
四
郎
の
兄
三
階
堂
行
泰
の
子
に
太
郎
行
重
が
あ
り
、
そ
の
子
に
二
郎
行
元
が
い
る
が
不
詳
。
た
だ
妙
蓮
と
の
関
連
を
考

え
る
と
、
四
郎
行
忠
の
妹
が
富
木
常
忍
の
後
妻
で
あ
る
か
ら
常
忍
の
前
妻
の
弟
太
田
乗
明
の
妻
で
あ
る
場
合
の
妙
蓮
と
の
関
連
に
於

て
こ
の
文
面
に
疑
間
も
あ
る
。

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

（註
１７
）

（
ｃ
）
ま
た
仮
に
妙
蓮
を
南
条
七
郎
次
郎
時
光

（大
行
）
の
妻
妙
蓮

（元
享
三
年
八
月
十
三
日
没
）
と
し
た
場
合
の
可
能
性
を
見
る
と
、

宛
先
の
大
蔵
の
四
郎
と
考
え
ら
れ
る
人
物
は
妙

一
尼

（時
光
の
姉
）
の
夫
、
新
田
四
郎
信
綱
が
考
え
ら
れ
る
。
四
郎
は
鎌
倉
に
出
仕

し
た
事
が
考
え
ら
れ
、
さ
れ
ば
太
郎
上
一郎
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
時
光
の
子
に
左
衛
門
太
郎
、
（日
若
か
）
左
衛
門
二

郎
時
忠

（正
中
三
年
歿
）
が
お
り
、
二
郎

（時
忠
）
の
名
は
時
光
の
自
筆
譲
状
に
残
る
。
光
長
寺
に
は
南
条
時
光
の
自
筆
署
名
花
押

文
書
が
存
し

「信
乃
公
御
房
」
宛
の
消
息
で
あ
る
。
日
春
聖
人
筆
写

『大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
の
紙
背
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書

の
紙
背
に
は
他
に
自
蓮
日
興
消
息
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
筆
者
の
関
連
と
下
総
中
山
に
存
し
た
事
を
考
え
る
時
、
妙
蓮
を
時
光
の

妻
と
す
る
見
方
は
否
定
で
き
な
い
。

（裏
）

消
息
裏
面
を
解
読
す
る
と

『文
句
記

一
』
『文
句
二
』
『文
句
記
二
』
の
抜
粋
で
あ
る
。

一
行
が
約
十
六
文
字
の
配
列
で
あ
る
。

筆
蹟
は
日
春
聖
人
の
筆
跡
で
あ
る
。
他
の
日
春
文
書
に
筆
蹟
は
特
徴
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
軸
装

『妙
蓮
消
息
』
は
宗
祖
御
母
の
妙
蓮
筆
蹟
に
非
ず
。
可
能
性
と
し
て
は
太
田
乗
明
の
妻
も
考
え
ら
れ
る
が
更

に
は
南
条
七
郎
次
郎
時
光
の
妻
、
妙
蓮
の
可
能
性
を
留
保
し
た
い
。
「
お
お
く
ら
の
し
ら
う
」
を
新
田
四
郎
と
し
た
場
合
、
伊
豆
の
畠
の
住

人
で
あ
る
が
鎌
倉
に
も
勤
務
し
た
武
士
で
あ
る
事
が
推
定
さ
れ
る
。
伊
豆
の
南
条
出
身
の
時
光
の
父
も
駿
河
国
富
士
郡
上
野
郷
の
地
頭
と

な
っ
た
が
北
条

一
門
の
武
士
で
私
的
従
者
と
し
て
鎌
倉
駐
在
は
当
時
の
責
務
で
あ
っ
た
。
時
光
の
義
理
の
兄
新
田
四
郎
は
自
蓮
日
興
と
の

○ ○ ○
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深
い
縁
も
あ
り
消
息
の
文
意
よ
り
仮
定
し
て
妙
蓮
が
子
息

・
太
郎

ｏ
二
郎

（在
鎌
倉
か
）
の
事
を
心
配
し
て
四
郎
に
何
ら
か
の
委
託
を
す

る
事
は
首
肯
で
き
る
。
大
石
寺
文
書
□
慶
二
年
二
月
二
十
二
日
、
時
光
の
署
名
花
押
の
譲
状
に
、
南
条
左
衛
門
二
郎
時
忠
に
譲
り
渡
す
分

と
し
て

「
か
ま
く
ら
の
や
ち

（鎌
倉
の
屋
地
）
の
事
」
と
あ
り
、
鎌
倉
に
時
光
の
屋
敷
が
あ
っ
た
事
は
確
実
で
あ
る
。
消
息
が
日
春
聖
人

当
時
下
総
中
山
に
在
っ
た
事
は
富
木
常
忍
の
鎌
倉
に
於
け
る
職
務
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
更
に
研
究
を
要
す
も
の
で

あ
る
。

中
山
法
華
経
寺
に
は
宗
祖
ご
自
筆
要
文
類
の
裏
に
数
多
の
紙
背
文
書
が
存
在
す
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
中
、
宛
先
の
判
明
す
る

も
の
が
四
十
通
と
い
わ
れ
富
木
常
忍
あ
て
が
二
十
三
通
、
と
き
五
郎
四
郎
あ
て
の
も
の
が

一
通
と
多
く
常
忍
は
千
葉
介
の
執
事
と
い
う
立

場
よ
り
手
許
に
集

っ
た
文
書
が
反
故
紙
と
し
て
宗
祖
や
周
辺
の
人
び
と
に
提
供
さ
れ
た
も
の
と
言
う
。

光
長
寺
に
存
す
る
紙
背
文
書
の
宛
先
は

「常
忍
」
は
も
と
よ
り

「伊
賀
公
御
房
」
「信
乃
公
」
「
お
お
く
ら
の
し
ら
う
」
等
の
常
忍
以
外

の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
が
中
山
に
は
千
葉
介
は
勿
論
、
「越
前
法
橋
御
房
」
「六
郎
殿
」
ぎ

やヽ
う
ち
の
御
房
」等
々
が
認
め
ら
れ
る
の
で
反

故
紙
と
し
て
周
辺
縁
者
の
消
息
類
も
中
山
に
集
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

一
方

『妙
蓮
消
息
』
の
裏
面
を
解
読
す
る
と
冒
頭
の

「後
百
年
有
人
云
准
大
集
有
五
々
百
第

一
乃
」
よ
り
六
行
は

『大
正
蔵
経
』
に
て
確
認
す
る
と

『文
句
記
』

一
上
の
記
述
で
あ
り
、
次

の
七
行
日
よ
り

（道
）
　
　
　
　
　
　
　
（一平
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（註
り

「文
句
二
云
阿
難
四
月
八
日
佛
成
仏
日
生
侍
佛
得
升
年
」
等
四
行
は
や
は
り

『大
正
蔵
経
』
に
よ
れ
ば

『文
句
』
二
上
の
記
述
で
あ
る
。

次
の
十

一
行
日

（青
蓮
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈註
υ

「又
云
加
葉
大
衆
讃
曰
面
如
澤
満
月
眼
若
□
□
」
よ
り
二
行
は
同
じ
く

『文
句
』
二
上
の
記
述
で
あ
り

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

最
後
の

（喉
欲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（註
り

「記
二
云
怖
日
月
時
等
者
大
論
十

一
云
羅
□
□
嗽
月
」
よ
り
八
行
は

『文
句
記
』
二
下
の
記
述
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。

さ
れ
ば
こ
の
文
書
は
日
春
聖
人
筆
蹟
で
あ
り
光
長
寺
蔵

『文
句
疏
記
要
文
』
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
そ
こ
で
同
要
文
の
中
に

当
て
は
ま
る
部
分
が
あ
る
か
の
点
検
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
巻
子
本
の
第
五
紙
と
第
六
紙
の
間
に
存
在
し
た
事
が
判
明
し
た
。

そ
の
理
由
は

『文
句
疏
記
要
文
』
第
五
紙
の
冒
頭

「又
云
身
長
丈
六
壽
八
十
老
比
丘
像
♯
１
樹
下

粍
麟
ご

よ
り
七
行
は

『大
正
蔵
経
』
に
よ
れ
ば

『文
句
』

一
上
の
記
述
で
あ
る
事
が

判
る
。

次
の

（利
）

「又
云
非
但
営
時
獲
大
‘
益
後
五
百
歳
遠
浩
」
よ
り
二
行
は
同
じ
く

『文
句
』

一
上
の
記
述
で

「妙
道
故
百
流
通
分
也
」
で
終

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
第
六
紙
の
冒
頭
部
分
を
見
る
と

（戦
ヵ
）

「汝
羅
喉
羅
何
故
俄
慄
猶
如
病
怖
不
安
乃
爾
羅
」

で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

『大
正
蔵
経
』
で
調
べ
て
ゆ
く
と

『文
句
記
』
二
下
の
記
述
で
あ
る
事
が
判
る
。

「
め
う
れ
ん
消
息
」
の
裏
面
に
当
る
部
分
の
末
尾
の
記
述
が

「爾
時
婆
稚
見
羅
喉
汗
出
放
月
以
偶
問
日
」
で
あ
る
か
ら
、
「文
句
疏
記
要
文
』
の
第
六
紙
の
冒
頭
部
分
と
連
続
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち

「
め
う
れ
ん
消
息
」
裏
面
は

『文
句
疏
記
要
文
』
の
第
六
紙
の
前
に
接
続
し
て
い
た
部
分
で
あ

っ
た
と
い
う
事
が
わ
か
る
。

但
し
、
『要
文
』
の
第
五
紙
と

「
め
う
れ
ん
消
息
」
裏
面
は
記
述
の
連
続
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
第
五
紙
に
接
続
し
て
い
た
と
結
論
づ
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け
ら
れ
ず
、
第
五
紙
の
右
に
冊
子
本
の
時
の
と
じ
し
ろ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
第
五
紙
の
左
部
分
が
欠
け
て
い
る
事
に
な
り
、
少
く
と
も
こ

の
半
面
が
現
在
の

『要
文
』
に
は
失
わ
れ
て
い
る
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
『妙
蓮
消
息
』
の
裏
面
は
正
に

『文
句
疏
記
要
文
』
の
一
部
で

あ
り
以
前
に
存
在
し
た
部
分
も
右
の
如
く
解
明
で
き
た
。
日
春
聖
人
の
書
写
真
蹟
で
あ
る
。

Ｄ
、
『光
尊
御
房
書
』
の
筆
蹟
と
署
名

光
長
寺
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
第

一
種
宝
物
の
二
十
二
に

『光
尊
御
房
宛
書
状
』
日
春
と
分
類
さ
れ
る
文
書
が
あ
る
。
古
来
日
春
文
書

と
さ
れ
て
来
て
明
和
の

『宝
物
掴
』
に
は

一
、
日
春
上
人
横
物
柾
純
航
辞
例
榊
　
一
幅

と
あ
り
光
長
寺
第
二
十
八
世
、
日
暁
聖
人
代
正
徳
元
年

（
一
七

一
一
）
の
一
連
の
軸
装
再
修
補
が
な
さ
れ
た
中
の
一
点
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

特
に
花
押
は
日
春
聖
人
の
代
表
的
花
押
と
し
て
採
用
さ
れ
て
来
た
。
本
文
を
試
み
に
解
読
す
る
事
と
す
る
。

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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解
読

師
弟
之
御
契
約
営
世
希
有

御
事
候
　
側
黍
為
鵞
王
□

勅
使
且
顕
厳
志
候
事
　
自

他
三
世
之
面
目
候
所
謂
同
時

所謂光尊御房宛書状 写真

文句疏記要文 写真
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発
心
の
薩
埋
ふ

て
候
ら
ん

但
恨
彼
御
成
就
御
延
引
之

条
後
混
之
御
忘
然
疑
敷

奉
存
候
　
あ
わ
れ
正
法
の
大
旦
那

と
な
ら
せ
～

な

い
て
佛
天
の
威

力
を
以
て
輛
世
を
と
り
ヽ

ね

へ

（か
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（れ
）（は
）

あ

し
佛
法
な
け
じ

～

王
法
も

（に
）

な
し
安
徳
天
王
巳
来
ふ

あ
り

正
法
あ
れ
，
臣
も
国
主
と
成

事

ね

へ
り
頼
朝
特
軍
こ
れ
な
り

（に
）

い
万
末
法
ふ

入
て
四
百
五
十
年（は
）

未
顕
営
時
相
應
之
法
門
さ
れ
，

（に
）
ふ

や
王
も
臣
も
か
い
な
く
し
て

（涅
槃
）

治
国
の
人
ま
し
ま
さ
す
炎
経

ふ

ハ
無
主
無
親
亡
家
亡
國
と

説
事

ね

へ
り
日
本
国
の
あ
り
さ
れ

誠
以
志
あ

な
り
無
主
国
と
も
申

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

な
む
め
り
か
ゝ
な

折
節
ふ
時
機

（た
）
　
　
　
（た
）
（ま
）

相
應
の
大
法
を
事

の
ミ
事

な

い
て

（た
）
（ま
）
　

（か
）

日
本
の
国
主
と
成

事

ね

へ
あ

し
も
と

（に
）

よ
り
此
国
ハ
日
神
の
本
国
ふ

て

候

へ
～
縦
千
万
騎
の
大
将（大
ヵ
）

人
な
り
と
も
日
蓮
聖
人
の
□

旦
那
ふ

あ
ら
さ
ロ
ハ
を
さ
め
が
ヽ

き

日
本
な
る
や
此
条
も
し
御
信

仰
ふ
お
い
て
ハ
天
下
の
帰
伏

ハ

疑
な
し
信
用
な
き
ふ
本
ひ
て
ハ

現
営
の
御
不
運
そ
ら

し
宣
旨

（は
）

不
用
之
後
勅
使
を
，

う
ら
見

さ
ら
ま
し
本
文
ふ

い
ハ
く

金
言
無
虚
妄
　
感
不
感

留

在
其
信
不
信
　
後
漢
書

鵬
鵠
不
レ受
二
鍼

薬
一　
則

　

不

レ能
治

　

レ病
一　
天
子
不
レ
用
一一善
言
一
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

治

　

フ

則
不
レ
能
ｏ
国
一　
　
　
文
選

用
レ賢
一　
則
　
多
レ功
信
則
人
販
　
レ
之
　
史
記

凡
内
外
ふ

工
事

り
て
以
信
心
為
万
代

肝
要
以
不
信
為

二
　
万
邪
根
源
一さ
れ
，

此
御
経
ふ

三
請
三
誠
四
誠
四
請
と

申
法
門
あ
り
本
ひ
ヽ

ゝ
し
き
事
な
れ

（
へ
）

と
も
信
解
の
二
字
を
の
夕

さ
せ
給

（に
）
　

ハ
　

　

（に
）

（候
ヵ
）

て
候
な
り
二
字
の
中
ふ

も
信
　
上
ふ

て
□

天
台
智
者
大
師
　
此
二
字
を
無
疑

為
信
明
了
為
解
と
ン」
そ
ン」
と
ハ
リ
ヽ

ね

ひ
て

候

ハ
不
信
の
人
ハ
世
出
世
と
も
ふ

満
足

（せ
ヵ
）
（も
ヵ
）
　

（に
）

□
ぬ

□

の
ふ

て
候
　
信
不
信
の
徳
失
別

し
て

一
帖
ふ

か
き
て
進

へ
く
候
　
諸
事

対
面
之
時
候
　
恐
々
謹
言

六
月
四
日
　
　
　
日
春
花
押
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光
哀
御
房

当
消
息
筆
蹟
は
大
変
能
筆
で

一
部
訓
点
が
施
さ
れ
、
内
容
的
に
は
仏
法

・
正
法
が
こ
の
国
に
必
要
な
こ
と
か
ら
始
め
信
解
の
二
字
の
解

釈
を
古
典
を
引
用
し
つ
つ
述
べ
信
心
の
重
要
性
を
説
き
明
か
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「信
不
信
の
徳
失

（得
失
）
別
し
て

一
帖

に
書
き
て
進
ず
べ
く
候
」
と
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

こ
の
書
は
日
春
聖
人
か
ら

「光
尊
御
房
」
即
ち
日
光
師
に
あ
て
た
消
息
と
さ
れ
て
来
た
。
「岡
宮
光
長
寺
記
録
』
に
は

「
日
法
聖
人
御
弟
子
有
二
人
第

一
名
日
光

・
第
二
日
円
云
也
然
日
光
上
人
光
長
寺
内
東
之
坊
開
山
日
円
上
人
南
之
坊
開
山
也
」
と
あ
り
、

光
長
寺
日
詔

（元
禄
三
年
七
月
化
）
師
の
付
記
に
御
弟
子
二
人
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

日
法
聖
人
の
弟
子
は
他
の
古
記
録
に
よ
れ
ば

「日
景

ｏ
日
妙

・
日
授

・
日
光

。
日
円

・
日
善

ｏ
日
巧

・
日
仙

・
日
性
」
等
が
数
え
ら
れ
、

暦
応
三
年

（
一
三
四
〇
）
二
月
八
日
の
光
長
寺
仏
殿
、
第
二
回
目
の
修
理
の
棟
札
の
写
し
に
は

「日
景

。
日
巧

ｏ
日
円

・
日
乗

ｏ
日
了

・

日
性

ｏ
日
遊

ｏ
日
善
」
と
僧
名
が
見
え
、
日
光
の
名
が
見
え
な
い
。
た
だ
日
法
聖
人
の
弟
子
で
あ
る
事
は
光
長
寺
記
録
及
び
各
坊
の
開
創

の
い
き
さ
つ
か
ら
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
日
法
聖
人
は
年
長
か
つ
先
に
遷
化
せ
ら
れ
た
日
春
聖
人
を
先
師
と
し
、
自
ら
符
弟
と

称
さ
れ
た
事
は
嘉
暦
二
年

（
一
三
二
七
）
二
月
の
光
長
寺
仏
殿
修
理
の
棟
札
の
写
し
に
見
え
る
記
録

「別
営
日
春
上
人
符
弟
和
泉
阿
日
法
」
よ
り
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

消
息
の
文
字
を
光
尊
御
房
と
読
ん
だ
為
あ
て
先
は
即
ち
日
光
師
と
特
定
さ
れ
て
来
た
。
日
春
聖
人
の
弟
子
に
も
当
る
関
係
は
日
春
上
人

符
弟
と
称
す
る
日
法
聖
人
の
御
弟
子
で
あ
れ
ば
こ
の
消
息
は
不
自
然
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
来
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
同
じ
光
長
寺
中
に
居
ら
れ
る
日
春
聖
人
が
、
御
弟
子
筋
に
国
家
観
や
信
解
の
法
門
を

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

「あ
わ
れ
正
法
の
大
旦
那
と
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
佛
天
の
威
力
を
以
て
報
世
を
と
り
た
ま
へ
か
し
」

「
日
本
の
国
主
と
成
た
ま
へ
か
し
」

「此
条
も
し
御
信
仰
に
お
ひ
て
は
天
下
の
帰
伏
は
疑
な
し
」

等
と
書
面
に
し
て
申
し
送
る
事
に
不
自
然
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
冒
頭
の

「師
弟
之
御
契
約
」
の
書
き
出
し
部
分
よ
り
消
息
は
始

っ

て
い
る
が
、
消
息
の
形
よ
り
見
れ
ば
前
欠
か
と
思
わ
れ
る
。
師
弟
の
文
字
は
日
春

・
日
光
両
師
の
間
柄
と
単
純
に
は
理
解
で
き
な
い
。

更
に
筆
蹟
の
面
か
ら
す
れ
ば
こ
の
消
息
の
文
字
は
他
の
日
春
文
書
の
そ
れ
と
は
全
く
異
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
署
名
花
押
も
他
の
例

と
は
全
く
異
る
の
で
あ
る
。
（写
真
比
較
参
照
）

ま
た
宛
先
で
あ
る

「光
尊
御
房
」
で
あ
る
が
果
し
て
ほ
ん
と
う
に

「光
尊
」
と
読
む
べ
き
か
。
左
の
如
く
比
較
検
討
し
て
み
る
と
光
の

次
の
文
字
は
尊
と
は
読
み
難
い
。
く
づ
し
方
が
類
似
す
る
も
の
は

「番
」
か

「営
」
か

「多
」
の
文
字
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

「営
」
は
消

息
文
に
明
ら
か
に
二
ヶ
所
出
て
お
り
字
形
が
異
る
。
さ
れ
ば

「番
」
か

「多
」
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
が

「多
」
と
読
む
読
み
方
が
正
し

い
と
思
わ
れ
る
。
（左
に
文
字

・
花
押
の
比
較
を
例
示
し
て
み
る
）

（参
考

『古
文
書
字
叢
し
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所謂

光尊御房書

文句疏記要文

最
後
に
当
消
息
の
紙
質
と
文
字
全
体
の
判
断
で
あ
る
が
鎌
倉
期
よ
り
余
程
時
代
が
下
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
考
察
よ
り
当
消

息
は
日
春
聖
人
真
蹟
と
は
判
断
し
難
い
。

Ｅ
、
日
春
聖
人
御
本
尊

光
長
寺
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
第

一
種
宝
物
十
二
に

「日
春
聖
人
御
本
尊
　
日
春
　
寛
政
七
年
七
月
奉
納
」
と
あ
り
、
日
春
聖
人
御
本

尊
は
明
和
の

『宝
物
掴
』
が
成
立
し
た
時
は
ま
だ
光
長
寺
に
所
蔵
さ
れ
ず
、
従

っ
て
明
和
の
台
帳
に
は

「日
法
上
人
御
本
尊
」
の
項
目
の

最
終
部
分
に
次
の
如
く
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

表
具
逆
修
講
中

（
マ
マ
）

一
日
春
大
上
人

一　
牧

本
尊
　
一
幅

寛
政
七
知
七
月
奉
納
上
ヶ
土
町

（鶏
右
助ェ
門

永
仁
五
年

（
一
二
九
七
）
六
月
十

一
日
の
年
号
が
あ
る
こ
の
御
本
尊
が
光
長
寺
に
奉
納
さ
れ
た
経
緯
は
現
在
の
表
装
裏
書
に
次
の
如
く

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

記
さ
れ
る
。

（本
尊
表
装
裏
書
）

寛
政
第
七
乙
卯
十
月
十
三
日
書
之

夫
春
尊
師
之
本
尊
従
往
昔
聞
無
之
然
処
此
本
尊
予
拝
覧

予
悉
感
得
依
滋
沼
津
宿
上
土
町
住
人
求
之
営
山
寄
附
者
也

寄
附
主

卦
繭
期
此
右

ェ
門

日
春
大
聖
人
萱
牧
御
本
尊
　
　
表
具
寄
附
主

塔
頭
近
来
逆
修
講
中

汁
七
代
　
日
充
花
押

本尊 本紙法量 縦 46 4cm
横 31.Ocm

本尊表装裏書
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首
題

二
尊
四
井
日
蓮
大
聖
人
在
御
判

今
此
三
界
ョリ
能
為
救
護
経
文
佛
滅
後
ョ
リ

未
口
曽
有
之
文
弘
安
年
中
御
本
尊
奉

書
写
口
也
日
春
在
御
判
ァ
リ
永
仁
五
年

六
月
十

一
日
ト
ァ
リ

光
長
寺
に
は
古
来
日
春
聖
人
御
本
尊
が
伝
存
せ
ず
奉
納
さ
れ
た
の
は
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
十
月
十
三
日
三
十
七
世
日
充
師
代

（寛

政
十
年
二
月
二
日
化
）
で
あ
る
。
裏
書
に

「弘
安
年
中
御
本
尊
奉
書
写
」
と
見
え
、
弘
安
年
中
の
宗
祖
本
尊
と
比
較
し
て
み
る
と
弘
安
二

年
改
孵
九
月
御
書
写
の
日
仰
優
婆
塞
授
与
の
御
本
尊
と
勧
請
諸
尊
、
讃
文
は
同
様
で
札
が
。
た
だ
首
題
の
下
に
「南
無
日
蓮
大
聖
人
在
御
判
」

と
記
さ
れ
左
下
に
日
春
署
名
と
花
押
が
あ
る
。

紙
色
は
既
に
濃
焦
茶
色
に
変
化
し
文
字
の
判
読
も
墨
色
の
異
同
も
慎
重
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
署
名
花
押
が
比
較
的
明
瞭
に

残
さ
れ
て
い
る
の
で
日
春
聖
人
の
他
の
確
実
な
る
署
名

・
花
押
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。

署
名

・
花
押
を

『文
句
疏
記
要
文
』
『色
心
二
法
事
』
『顕
立
正
意
』
『贅
物
集
』
『大
日
本
國
法
華
経
験
記
』
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

右
の
比
較
の
結
果
、
当
御
本
尊
の
署
名
、
花
押
は
真
蹟
の
他
の
筆
蹟
と
か
な
り
異
る
特
徴
を
持

つ
も
の
で
あ
る
事
が
判
る
。

Ｆ
、
『下
山
抄
』

宗
祖
御
遺
文

『下
山
抄
』
は
御
真
跡
断
片
が
散
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
光
長
寺
所
蔵
日
法
写
本

『下
山
抄
』
が
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
る

が
、
光
長
寺
に
は

『下
山
抄
』
が
二
本
あ
り
、
古
来
日
法
書
写
本
二
本
と
し
て
紹
介
さ
れ

『日
本
思
想
大
系
　
日
蓮
』
に
は
解
説
に

「日

法
所
持
本
」
と
し
て
あ
る
。　
一
本
を
平
仮
名
本
、
他
を
片
仮
名
本
と
し
て
い
る
。

な
お

「後
者
が
前
者
を
書
写
し
、
そ
の
際
平
仮
名
を
片
仮
名

（小
書
）
化
し
漢
文
風
の
表
記
に
改
め
た
と
考
え
て
よ
く
書
写
の
時
期
も

前
者
の
付
嘱
の
前
後
で
あ
ろ
う
。
」
と
記
さ
れ
る
。
更
に

「両
者
の
筆
蹟
は
同

一
と
は
見
え
な
い
。
別
筆
に
よ
る
書
写
と
考
え
ら
れ
る
が
、

宝物集

法華ilE験記

大日本国
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後
者
の
日
法
の
自
署
花
押
は
す
く
な
く
と
も
そ
の
所
持
本
で
あ

っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
日
法
書
写
本
、
日
法
所
持
本
と
し
て
伝
来
さ
れ
て
来
た
。
更
に
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
に
は

下
山
抄

（漢
文
体
）
　

日
法

下
山
抄

（書
下
文
）
　

日
法
　
正
慶
２
ｏ
ｌ
ｏ
ｌ４

と
あ
り

『下
山
抄
』
の
二
本
は
い
づ
れ
も
日
法
聖
人
作
と
さ
れ
て
来
た
。
た
だ
、
明
和
の

『宝
物
掴
』
に
は

「文
云
」
と
し
て
宗
祖
御

筆
と
し
て

一
本
、
又
日
法
聖
人
筆
と
し
て

一
本
が
類
別
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
体
と
書
下
文
の
区
別
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
が
別
筆
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

一
本
が
宗
祖
筆
と
あ
る
の
は
お
そ
ら
く
平
仮
名
本

（書
下
文
）
の
事
を
指
し
て
い
る
や
に
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
宗
祖
の
筆
致
に
一
部
類
似
し
た
部
分
が
あ
る
事
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
程
、
平
仮
名
本
の
筆
跡
は
変
化
に
富
み
特
定
が

困
難
で
あ
る
。
と
は
言
え
宗
祖
の
真
蹟
と
は
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ

『日
本
思
想
大
系
　
日
蓮
』
の
著
者
が
片
仮
名
本
の
内
題
下
の
署
名
花
押
を
日
法
聖
人
筆
蹟
と
し
、
大
輔
阿
閣
梨
某
に
正
慶
二
年

（
一
三
三
三
）
付
嘱
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
字
は
日
法
聖
人
筆
蹟
と
認
め
難
い
。
墨
色
を
見
て
本
文
筆
蹟
よ
り
も
後
代
に
加

筆
さ
れ
た
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
冊
子
本
の
時
の
綴
じ
代
に
書
か
れ
て
い
る
事
も
不
自
然
で
あ
る
。
「大
輔
阿
閣
梨
」
と
付
嘱
者

が
読
め
る
が

『光
長
寺
白
表
紙
』
の
光
長
寺
仏
殿
の
修
理
の
棟
札
の
写
し
に

「大
輔
阿
日
円
」
と
僧
名
が
見
え
て
い
る
。

ま
た

『下
山
抄
』
平
仮
名
文
の
末
尾
に
見
え
る
年
号
は

「正
應
二
年
正
月
十
四
日
書
写
了
」
で
あ
る
。

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

35  34
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

こ
の
文
字
が
後
年
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
無
い
こ
と
は
筆
蹟
、
墨
色
よ
り
も
認
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
内
題
下
の
年
号
は
「正
應
」
の
「應
」

の
字
を

「慶
」
と
誤
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

片
仮
名
文

（漢
文
体
）
は
正
に
日
法
聖
人
の
直
筆
で
あ
る
が
こ
の

「平
仮
名
文
」
の
書
写
の
筆
者
は
如
何
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う

か
。
或
い
は
日
春
聖
人
の
筆
蹟
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
平
仮
名
文
は
日
法
聖
人
の
筆
蹟
の
如
く
整
然
と
し
て
お
ら
ず

一
文
字

一
文
字

も
自
由
自
在
の
趣
が
あ
る
。

た
だ
明
ら
か
に
日
法
聖
人
の
筆
蹟
で
加
筆
、
註
記
等
が
随
所
に
認
め
ら
れ
、
日
法
聖
人
の
目
を
通
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ

る
。
平
仮
名
文
の
筆
蹟
は
別
人
が
想
定
さ
れ
る
程

一
見
し
て
は
日
法
聖
人
の
筆
蹟
に
見
え
ず
む
し
ろ
日
春
聖
人
の
筆
蹟
に
類
似
す
る
可
能

性
を
考
慮
し
た
。
し
か
し

一
文
字

一
文
字
丹
念
に
比
較
検
討
し
て
ゆ
く
と
や
は
り
日
法
聖
人
の
筆
蹟
の
特
徴
を
有
す
る
文
字
が
多
く
、
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
筆
写
し
た
為
に
草
書
も
多
く
不
揃
い
で
漢
文
体
の
方
は
後
に
落
ち
着
い
て
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
に

至

っ
た
。
従

っ
て
日
春
筆
蹟
と
す
る
試
考
は
今
否
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

『下
山
抄
』
の
筆
者
に
関
連
し
て
、
同
書
と
筆
蹟
を
悉
に
比
較
す
る
と
、
宗
祖
真
蹟
と
さ
れ
て
来
た
光
長
寺
蔵

『日
本
国
佛
法
渡
事
』

■
日
本
國
佛
法
渡
次
第
記
し

も
少
な
く
と
も
前
半
部
は
日
法
聖
人
筆
蹟
と
す
べ
き
で
あ
り
別
に
論
述
す
る
事
と
す
る
。

四
、
日
春
聖
人
真
蹟
に
加
え
る
べ
き
文
書
と
疑
問
文
書

日
春
聖
人
の
真
蹟
文
書
と
し
て
新
た
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
書
を
挙
げ
る
と

Ａ

『御
法
門
御
聴
書
』
上
の
漢
字
解
説
部
分

（十
二
行
）
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Ｂ

『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
裏
面
の

『文
句
疏
記
要
文
』
の

一
部
分

（十
二
行
）

Ｃ

『妙
蓮
消
息
』
裏
面
の

『文
句
疏
記
要
文
』
の

一
部
分

（二
十
行
）

で
あ
り

一
方

Ｄ

『光
尊
御
房
宛
書
状
』

Ｅ

『日
春
聖
人
御
本
尊
』
永
仁
五
年
六
月
十

一
日

の
二
点
は
真
蹟
か
否
か
の
検
討
の
結
果
疑
問
点
の
多
い
事
を
述
べ
て
来
た
。

Ｆ

『下
山
抄
』
（平
仮
名
文
）
の
中
に
は
筆
蹟
を
よ
く
研
究
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
部
分
が
あ
る
が
今
は
日
法
聖
人
筆
蹟
と
見
て
お
き
た

い
。さ

れ
ば
光
長
寺
蔵
日
春
真
蹟
文
書
は
現
在
左
記
の
如
く
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

１

　

『
文

句

疏

記

要

文

』
　

　

　

　

　

　

　

Ｍ
職
組
断
書
（了〓

訳

仁
祥
冊
月
十
日

（誌

）

２
　

『賓
物
集
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
安
十
年

（
一
二
八
七
）
二
月

一
日
書
了

３
　

『顕
立
正
意
抄
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
元
二
年

（
一
三
〇
四
）
十
月
十
日
書
了

『色
心
二
法
事
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
名
有

（日
法
署
名
花
押
有
）

『大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
　

　

　

　

署
名
有
　
紙
背
文
書
有

『責
物
集
題
号
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
名
有

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

（当
初
表
紙
題
名
は

『文
句
疏
記
要
文

一
帖
し

署
名
有

署
名
有

（日
法
署
名
も
有

「日
法
受
譲
之
し

（当
初
表
紙
題
名
は

『顕
立
正
意

一
巻
し

（色
ヵ
）

（当
初
表
紙
題
名
は

『□
　

むヽ
不
二
事
し

6   5   4
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

『御
法
門
御
聴
書
』
上
十
二
行
漢
字
解
説
部
分

『与
富
木
入
道
殿
消
息
』
裏
面
十
二
行
　

『文
句
疏
記
要
文
』

『妙
蓮
消
息
』
裏
面
二
十
行

『文
句
疏
記
要
文
』

光
長
寺
に
蔵
さ
れ
る
明
和
の

『宝
物
掴
』
昭
和
の

『宝
物
台
帳
』
に
は
各
々
に
所
蔵
宝
物
の
分
類
が
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
分
類
に

は
見
て
来
た
如
く
様
々
の
差
異
が
あ
り
、
日
春

・
日
法
両
聖
人
の
真
蹟
に
関
し
て
も

一
致
し
て
は
い
な
い
。
古
来
、
所
蔵
宝
物
の
所
持
者
、

書
写
筆
蹟
に
は
明
確
な
る
も
の
と
不
明
な
る
も
の
と
あ
り
分
類
の
時
期
の
解
釈
に
従

っ
て
伝
承
さ
れ
て
来
た
部
分
が
あ
る
。
特
に
日
春
日

法
聖
人
関
連
の
文
書
の
量
は
他
の
宗
祖
直
弟
先
師
と
比
較
し
て
質
量
共
に
鎌
倉
期
か
ら
そ
の
ま
ま
伝
来
し
て
来
た
事
を
考
慮
す
れ
ば
稀
有

の
感
が
あ
る
。
後
世
に
奉
納
さ
れ
た
関
連
宝
物
も
尊
祟
さ
れ
信
仰
の
上
の
糧
と
し
て
そ
の
大
き
な
役
割
を
果
し
て
来
た
事
は
特
記
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
は
そ
の
上
で
日
春
日
法
両
聖
人
の
果
た
さ
れ
た
宗
門
史
上
の
真
価
、
宗
祖
の
門
下
指
導
の
実
像
、
宗
祖
滅
後
の
教

学
の
進
展
の
有
様
を
少
し
で
も
解
明
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
春
聖
人
の
果
た
さ
れ
た
真
価
を
知
る
為
に
も
そ
の
御
書
写
の
諸
本
並
び
に
筆
蹟
を
明
ら
か
に
す
る
事
は
必
要
で
あ
る
。

光
長
寺
開
創
が
建
治
二
年

（
一
二
七
六
）
で
あ
り
、
仏
殿
造
立
迄
二
十
五
年
の
歳
月
を
要
し
た
と
す
れ
ば
単
な
る
日
月
の
経
過
で
は
な

い
。
甲
斐
休
息
の
立
正
寺
が
真
言
修
験
の
道
場
か
ら
法
華
本
門
の
道
場
伽
藍
に
改
修
さ
れ
る
迄
に
血
の
滲
む
日
法
日
乗
聖
人
等
先
師
の
布

教
の
経
過
が
在

っ
た
よ
う
に
光
長
寺
に
於
て
も
僧
俗
の
教
化
の
為
の
計
り
知
れ
な
い
研
鑽
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
春
日
法
両
聖

人
の
書
写
本
の
存
在
と
諸
本
に
残
る
教
学
研
究
の
跡
、
巾
広
い
文
学
、
歴
史
の
研
究
の
跡
は
如
実
に
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

日
春
聖
人
は
光
長
寺
仏
殿
造
立
の
同
じ
年
の
僅
か

一
ヶ
月
後
、
延
慶
四
年

（
一
三

一
一
）
二
月
十
六
日
に
遷
化
せ
ら
れ
た
。

9   8   7
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註

註
１
　
『本
化
別
頭
佛
祖
統
紀
』
日
春
法
印
伝
、
『富
士
門
家
中
見
聞
』
『岡
官
光
長
寺
記
録
』
『妙
法
寺
史
録
』
等
々

註
２
　
『本
化
別
頭
佛
祖
統
紀
』
本
満
寺
　
昭
和
五
五
年
　
一
一七
六
頁

註
３
　
『甲
陽
休
足
山
立
正
寺
之
末
歴
』
宝
永
三
年
日
退
記

『立
正
寺
由
緒
』
『山
伏
問
答
』
に
も
記
さ
れ
る
。

『興
隆
学
林
紀
要
』

一
号

「本
果
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究
」
２

）
六
二
頁
拙
稿

註
４
　
『御
本
尊
集
目
録
』
立
正
安
国
会
　
第

一
〇
五
号
　
一
四
九
頁

註
５

平
成
六
年
六
月
二
十
八
日
重
要
文
化
財
指
定

註
６
　
『御
法
門
御
聞
書
』
上
下

『日
本
国
佛
法
渡
次
第
記
』
『文
句
疏
記
要
文
』
『大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
『四
信
五
品
抄
』

註
７
　
『御
法
門
御
聞
書
』
大
本
山
光
長
寺
　
平
成
二
年
　
一壬

一～
三
三
頁

註
８
　
『桂
林
学
叢
』
第

一
六
号
　
平
成
九
年
　
九
八
～

一
〇

一
頁

註
９
　
『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
四
巻
　
八
七
頁
ｂ
２３
２
～
ｂ
２４
２

註
１〇
　
一則
掲
書
第
二
四
巻
　
　
　
　
　
八
七
頁
ｂ
２６
２

註
Ｈ
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
頁
ｂ
２４
２
～
ｂ
２６
２

註
１２
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
頁
ｃ
５
２
～
ｃ
９
２

註
１３
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
頁
ｂ
２‐
２

註
１４
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
頁
ｂ
２５
２

註
１５
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一八
〇
頁
ａ
ｌ２
２
～
ａ
‐４
２

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

等
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日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

註
１６
　
『鎌
倉
武
家
辞
典
』
『鎌
倉
室
町
人
名
辞
典
』

註
１７
　
妙
蓮
寺
伝
に
時
光
夫
人
追
慕
の
た
め
時
光
が
日
華
上
人
を
導
師
と
し
て
妙
蓮
寺
を
建
立
し
た
と
見
え
る
。

註
１８
　

水ヽ
仁
六
年

（
一
二
九
八
）
日
興

『弟
子
分
本
尊
目
録
』
に

「新
田
四
郎
信
綱
は
日
興
第

一
の
弟
子
な
り
」
と
あ
る
。

註
１９
　
延
慶
二
年

（
一
三
〇
九
）
南
条
左
衛
門
二
郎
、
富
士
上
方
上
野
郷
及
相
模
国
山
内
庄
舞
岡
郷
の
譲
状
あ
り
。
『富
士
宗
学
要
集
』

八
巻
二
四
頁

註
２０
　
『駿
河

・
相
模
の
武
家
社
会
』
福
田
以
久
生
　
清
文
堂
　
昭
和
五

一
年
　
一
五
四
頁

伊
豆

・
駿
河
の
国
の
守
護
は
北
条
氏
の
得
宗
で
あ
り

（北
条
氏
の
家
督
の
家
柄
）
時
政

・
義
時
は
こ
の
二
国
を
常
に
権
力
の
背

景
に
し
て
い
た
。
北
条
氏
は
知
行
国
主
と
し
て
の
執
行
権
も
有
し
て
い
た
。
得
宗
の
私
的
な
従
者
の
御
内
人
の
な
か
に
富
士
上

方
の
地
頭
南
条
氏
が
い
る
。

註
２．
　
『静
岡
県
史
』
資
料
編
五
　
中
世
　
平
成
元
年
　
九

一
四
頁

註
２２
　
『中
山
法
華
経
寺
誌
』
大
本
山
法
華
経
寺
　
昭
和
五
六
年
　
二
五
〇
頁

註
２３
　
日
法
聖
人
あ
て
の
消
息
を
の
ぞ
く

註
２４
　
『中
山
法
華
経
寺
史
料
』
中
尾
尭
編
　
昭
和
四
六
　
一
〇

一
頁

註
２５
　
一則
掲
書
　
一
〓
〓
一頁

註
２６
　
　
〃
　
　
一
四
三
頁

註
２７
　
『大
正
蔵
経
』
第
二
四
巻
　
一
五
七
頁
　
ｂ
ｌ３
２
～
ｂ
‐８
２

註
２８
　
一馴
掲
書
　
第
二
四
巻
　
一
八
頁
　
ｂ
ｌ２
２
～
ｂ
‐５
２
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註
２９
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
一
八
頁
　
ｂ
２７
２
～
ｂ
２９
２

註
３０
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
一
八
七
頁
　
ｂ
ｌ５
２
～
ｂ
２２
２

註
３．
　
　
　
　
〃
　
　
　
四
頁
　
ｃ
２．
２
～
五
頁
　
ａ
ｌ
２

註
３２
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
一
八
七
頁
　
ｂ
２２
２
～
ｂ
２３
２

註
３３
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
一
八
七
頁
　
ｂ
２．
２
～
ｂ
２２
２

註
３４
　
『岡
官
光
長
寺
記
録
』
東
大
資
料
編
纂
所
影
写
本
に

註
３５
註
３６
註
３７
註
３８
註
３９
註
４０

「詔
私
云
日
法
上
人
ノ
御
弟
子
二
人
ト
ア
ル
ハ
何
ヲ
證
ス
ル
ヤ
左
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
為
後
代
加
筆
ス
」
と
あ
る
。

『御
本
尊
集
』
『御
本
尊
集
目
録
』
立
正
安
国
会
　
昭
和
四
九
年
　
第
六
六

『目
録
』
九
九
頁

『日
本
思
想
大
系
１４
日
蓮
』
校
注
戸
頃
重
基

・
高
木
豊
　
一
九
七
〇
年
　
ニハ
〇
九
頁

前
掲
書
　
　
エハ
〇
九
頁

〃
　
　
　
六
〇
九
頁

『光
長
寺
白
表
紙
』
奉
第
二
修
理
光
長
寺
願
主
和
泉
阿
日
法
符
弟
侍
従
阿
日
景
と
あ
り
そ
の
下
に
記
さ
れ
る
僧
名

『静
岡
県
史
』
資
料
編
５
中
世

一　
七
七
八
頁
の
記
事
に
於
下
慈
国
給
了
と
あ
る
が

「書
了
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
下
慈
國

は
下
総
國
と
考
え
ら
れ
る
。

註
４．
　
『静
岡
県
史
』
資
料
編
５
中
世

一　

八
〇
四
頁
　
一
一月

一
日
給
了
と
あ
る
が

「書
了
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註
４２
　
一則
掲
書
　
八
八
六
頁
　
十
月
十
日
給
了
と
あ
る
が

「書
了
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註
４３
　
当
本
の
繹
日
法
の
署
名
花
押
は
後
の
加
筆
か
。

日
春
聖
人
文
書
の
研
究

（
一
）

―-223-―


